
指導監査について
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１ 指導と監査

〇 指 導

事業者に対し，人員基準，運営基準，報酬基準等に定める自立支

援給付対象サービス等の取扱い，自立支援給付に係る費用の請求等

に関する事項について，周知徹底すること。

〇 監 査

事業者に対し，自立支援給付対象サービス等の内容等並びに自立

支援給付に係る費用の請求について，指定基準違反等において，事

実関係を的確に把握し，公正かつ適切な措置を採ること。
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（１）指導監査の目的



１ 指導と監査
（２）指 導

①集団指導

実施方法 講習等の方式により実施

対 象 指定障害福祉サービス事業者等

指導内容 自立支援給付対象サービス等の取り扱い，自立支
援給付に係る費用の請求の内容，制度改正内容及
び障害者虐待事案をはじめとした過去の指導事例
等

指導後の対応 欠席者に対し，必要な情報の提供に努める。
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１ 指導と監査
（２）指 導

②実地指導
実施方法 面談方式により実施

対 象 ・障害福祉サービス事業者等を対象におおむね３年に１度実施
・ただし，障害福祉サービス事業者等の運営等に重大な問題があると
認められる場合は，例えば，毎年1回は実地指導を行う等して，指導
の重点化を図るものとする。

指導内容 人員基準，運営基準等に係るチェック項目に基づき，関係書類の確認
を行う。

指導後の対応
・実地指導の結果は，改善を要する事項について，後日文書によって
通知する。
・文書で指摘した事項にかかる改善報告書の提出を事業者に求める。
・通報，苦情，相談等に基づく情報や介護給付費等の請求データ等の
要確認情報や実地指導において確認した指定基準違反等の情報に基づ
き，著しい運営基準違反や利用者の安全に危害を及ぼす恐れがあると
判断される場合や介護給付費等の不正請求が認められる場合は，監査
へ変更する。
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１ 指導と監査
（３）監 査

実施方法 実地検査等により実施

対 象 監査が必要と認められる指定障害福祉サービス事業
者等

監査内容 報告・帳簿書類その他の物件の検査，関係者への質
問を行う。

監査後の対応 ・改善勧告にいたらない軽微な改善を要すると認め
られた事項については，文書によって通知し，改善
報告書の提出を求める。
・指定基準違反等が認められた場合には，障害者総
合支援法第49条，第50条（児童福祉法第21条の５
の23，第21条の５の24，第24条の16，第24条の
17）等に定める「勧告，命令等」「指定の取消し
等」の規定に基づき行政上の措置を行う。
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２ 令和３年度指導監査の実施状況について

（１）令和３年度指導監査実施状況
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広島県※ 広島市 福山市 呉市

実施施設数 252 148 19 13

内 実地 93 148 19 13

書面 169 0 0 0

※広島市，福山市，呉市を除く県内20市町と西部厚生環境事務所分を含む。



２ 令和３年度指導監査の実施状況について
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個別支援計画の内
容の見直しを定期
的に行っていない。

個別支援計画の内
容に不備がある。

サービス管理責任者は，個別支援計画を作成後，
計画の実施状況の把握を行うとともに，少なく
とも６月（サービスによっては３月）に１回以
上，計画の見直しを行い，必要に応じて計画の
変更を行うこと。

サービス管理責任者は，アセスメント及び支援
内容の検討結果に基づき，利用者及びその家族
の生活に対する意向，総合的な支援の方針，生
活全般の質を向上させるための課題，目標及び
その達成時期，サービスを提供する上での留意
事項等を記載した個別支援計画を作成すること。

不適切事例 指導事項

（２）主な不適切事例と指導事項



２ 令和３年度指導監査の実施状況について

（２）主な不適切事例と指導事項
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非常災害に関する具
体的な計画を立てて
いない。

非常災害に関する具体的な
計画を立て，非常災害時の
関係機関への通報及び連絡
体制を整備し，それらを定
期的に従業者へ周知するこ
と。

不適切事例 指導事項



２ 令和３年度指導監査の実施状況について

（２）主な不適切事例と指導事項
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事業所・施設の見
やすい場所に，基
準で定められた掲
示物が掲示されて
いない。

事業所の見やすい場所に，運営規
程の概要，従業者の勤務の体制そ
の他の利用申込者のサービスの選
択に資すると認められる重要事項
を掲示しなければならない。
※上記書類を事業所に備え付け，
かつ，いつでも関係者が自由に閲
覧できる状態でも可。

不適切事例 指導事項



２ 令和３年度指導監査の実施状況について

（２）主な不適切事例と指導事項
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利用に係る契約後，
支給決定元市町に
契約内容報告書を
提出していない。

利用に係る契約をしたときは，
受給者証記載事項その他の必要
な事項（契約内容報告書）を市
町に対し遅延なく報告すること。

不適切事例 指導事項



２ 令和３年度指導監査の実施状況について
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運営規程の記載事項
と実態が異なってい
る。（特に職員配置
が最新の数字になっ
ていない。）

運営規程の記載事項に変更が
あった場合は，実態に合わせて，
運営規程の変更を行うこと。
また，運営規程を変更した場合
は，指定権者に変更届を提出す
ること。

不適切事例 指導事項

（２）主な不適切事例と指導事項



２ 令和３年度指導監査の実施状況について

（３）特に気をつけるべき事項
【サービス共通】

■ サービスを提供した際は，提供日や提供時間を支援の都度記録に残すこと。

■ 定員を遵守すること。

※定員超過減算にならない人数であっても，利用定員を超えてサービス提供を行って
はならない。（災害，虐待その他やむを得ない事情がある場合を除く。）

■ サービス提供日においては，人員基準を下回ることのないよう職員を適正に配置する

こと。

■ サービス管理責任者（児童発達支援管理責任者）は，個別支援計画の作成に係る会議

の記録を残しておくこと。

■ 各種加算を算定する場合は，必要な要件を満たすこと。

【居宅介護等共通】

■ 特定事業所加算の算定にあたっては，算定要件を理解し，毎月満たしているかを確認

すること。
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２ 令和３年度指導監査の実施状況について
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（４）令和３年度の行政処分について

①処分庁：福山市

②処分事業所のサービス種別：放課後等デイサービス

③処分内容：指定の全部効力停止（６か月）

④処分の理由：1年９カ月の間，サービス提供時間中に
行っていないサービスについて，虚偽のサービス提供
実績記録票を作成し，これを基に請求情報の入力を行
い，障害児通所給付費を不正に請求し，受領した。



３ 令和４年度の指導監査について
（１）令和４年度の指導監査について

〇 広島県

８月～12月にかけて実地指導を実施

（一部事業所・施設は書面監査を実施）

〇 広島市

６月～２月にかけて実地指導を実施

〇 福山市

９月～３月にかけて実地指導を実施

〇 呉市

５月～１月にかけて実地指導を実施
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４ 業務管理体制について
（１）業務管理体制の整備とは

指定障害福祉サービス事業者等において，不正事案の発生防止の観点

から，事業運営の適正を図るための体制が整備されているかどうかを指

す。

具体的には・・・

・事業所等職員の法令遵守を確保するための責任者がおかれていること

・法令遵守規程が整備されていること

・業務執行の状況の監査が行われていること
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４ 業務管理体制について

（２）届出事項について
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対象となる障害福祉サービス事業者等 届出事項

全ての事業者等

事業者等の名称又は氏名
主たる事業所の所在地
代表者の氏名，生年月日，住所，職名

「法令遵守責任者」（注１）の氏名，生年月日

事業所等の数が20以上の事業者等 上記に加え「法令遵守規程」（注２）の概要

事業所等の数が100以上の事業者等
上記に加え「業務執行の状況の監査の方法」の
概要

（注１）法令を遵守するための体制の確保にかかる責任者
（注２）業務が法令に適合することを確保するための規程



４ 業務管理体制について
（３）届出先について
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事業所等の区分 届出先 備考

指定事業所等が２以上の都道府県に所
在する事業者等

厚生労働省
厚生労働本省 社会・援護局障害保
健福祉部企画課

特定相談支援事業又は障害児相談支援
事業のみを行う事業者であって，全て
の指定事業所が同一市町内に所在する
事業者

市町

全ての指定事業所等が同一指定都市
（※）内に所在する事業者等

指定都市
（※）

※児童福祉法に基づく指定障害児通
所支援事業者及び指定障害児入所施
設の設置者については，児童相談所
設置市を含みます。

全ての指定事業所等（児童福祉法に基
づく指定障害児入所施設を除く。）が
同一中核市内に所在する事業者等

中核市

①から④以外の事業者等 都道府県
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